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
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　■自治体のニーズに合わせ
　当社は、昭和（）年の
創業以来、「生活環境の保全に
貢献する」を理念に、先端技術
の開発とテクノロジーの高度
化を推進し、お客さまに上下
水道を基軸にした生活環境関
連施設の調査・計画・設計、施
工監理に至るまでのサービス
を提供してきました。具体的
には地方自治体の課題や困り
ごとにフォーカスし、伴走し
ながらそのニーズに合わせた
ソリューションを提供してい
ます。特に私たちの主なお客
さまである自治体の中には、
職員数も少なく、上下水道に
精通している職員がいないケ
ースもあります。年以上の
国内業務、年以上の海外業
務の強みを生かし、知見や事
例を社内で持ち寄り、どのよ
うに対応したらよいかという最適解を提案しています。

　
　■採用活動は幅広く
　水に対する専門性に加え、従業員の健康や幸福を
重視し、組織全体の生産性向上を目指す「ウェルビ
ーイング経営」を推進しており、その観点からも新
たな人材の確保に取り組んでいます。中途採用活動
にも注力しており、官民連携や広域化、脱炭素化、
ウォーターＰＰＰやＤＸといった上下水道界の変化
に対応できる幅広い人材を求めています。女性の比
率も増えてきており、技術職においては現在２割程
度が女性であります。
　また、新卒採用に関して、これまではＯＢ・ＯＧ
の実績のある学校、研究室との関係が深い学校を中
心に採用活動を展開していたのですが、新しい学校
との縁が持てるよう、積極的に企業セミナーに参加
するなどして当社の認知度向上に努めています。

　■多彩な研修メニュー
　本年、人事組織を再編しました。新たに設置した
教育グループでは新卒はもちろん、若手から中堅ま
でのニーズに合わせ、どの層にも届くような研修を
行っています。人材確保という観点では、従業員の
モチベーション確保として、メンター制度やＯＪＴ
制度などを設け、体験談をはじめ今後のロードマッ
プを描きながら、社員に寄り添う工夫をしています。
当社では「縁があって入ってきたのだから長く働い
てほしい。そのための環境整備をする」という考え
から、ワークライフバランスを支えるさまざまな制
度を用意しています。メリハリをつけた働き方をす
るということが一つです。在宅勤務や有給休暇はも
ちろん、時間単位有給休暇制度なども取り入れ、働
く時間や場所もフレキシブルに、働きやすい環境を
整備するとともにプライベートも大事にするように
しています。また、長く働いていただくために２拠
点で働ける「カスタムメイド制度」も設けました。

　■知的好奇心を
　私は、大学院で人間生活における水の必要性を学
びました。水の基盤が脆弱な発展途上国で何か貢献
したいと考えて入社し、６年間海外業務を担当しま
した。採用担当には今年から着任しているのですが、

現場で培った経験も生かしつつ、企業パーパスである「世界の
人々が水を通してより良い生活を送るチカラになる」の実現に
向け新たな人材を求めています。
　会社で知識を吸収して一人前になっていただける土壌を用意
しています。特にこつこつと取り組んでいく忍耐力はもちろん、
自分の引き出しからいろいろな組み合わせを導きだし、知的好
奇心を発揮して考えることのできる方、一緒に働いてみません
か。
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仕
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
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か
れ
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は
大
学
で
哲
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と
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会
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度
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組
み
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た
﹁
社

会
哲
学
﹂
を
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ん
で
お
り


﹁
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々
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生
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貢
献
し
た

い
﹂
と
い
う
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か
ら
イ
ン

フ
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連
メ

カ

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志
望

し
て
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ま
し
た

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終
的
に

明
電
舎
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選
ん
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で
な
く
電
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フ
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携
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
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
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﹁
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献
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た
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﹂
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
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
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﹁
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﹂
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
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
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
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

　
　
ト
の
中

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成
長

　
現
在
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
主
に
東
京
都
下
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局
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ま
が
管
理
し
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る
各
種
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設
の
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備
工

事
を

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当
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

提
案
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か
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
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
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
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
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﹁
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
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
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
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Ｏ

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
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
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
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︵
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︶導
入
を
提
案
し
仕
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
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携
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
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
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
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
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
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
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
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

　
今
は
売
り
手
市
場
な
の

で

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
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に
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
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
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
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
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
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
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た
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
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